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赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー
 

取
扱
設
置
説
明
書
 

型  名  

－
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
－

　
　
　
ご
使
用
の
前
に

こ
の
取
扱
設
置
説
明
書
（
と
別
冊
の
安
全
上
の
ご
注
意
）
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
別
冊
の
「
安
全
上
の
ご
注
意
」
は
、
必
ず
お
読
み
い
た
だ
き
、
安
全
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

お
読
み
に
な
っ
た
あ
と
は
、
保
証
書
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
、
必
要
な
と
き
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。

製
造
番
号
は
品
質
管
理
上
、
重
要
な
も
の
で
す
。
お
買
い
あ
げ
の
際
は
、
本
機
の
背
面
に
製
造
番
号
が
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
そ
の
製
造
番
号
と
保
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
製
造
番
号
が
一
致
し
て
い
る
か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

!

私
た
ち
は
環
境
・
資
源
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
取
扱
設
置
説
明
書
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生
紙
（
古
紙
10
0％
）
 

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

み
ど
り
を
ま
も
る

ち

き
ゅ
う
に
や
さ
し

い

2

特
長

●
赤
外
線
方
式

赤
外
線
に
よ
り
音
声
を
送
受
信
し
ま
す
の
で
、電
波
ノ
イ
ズ
の
影
響
が
少
な
く
、隣
接
し
た
部
屋
で
の
混
信
や
盗
聴
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
最
大
4
本
の
マ
イ
ク
を
同
時
使
用
可
能

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

W
T

-P
H

31
と

W
T

-P
H

32
の
2
台
を
使
用
し
て
、最
大
4
本
の
マ
イ
ク
を
同
時
に
使
用
で
き
ま
す
。

●
2
0
m
四
方
の
部
屋
で
使
用
可
能

セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー

W
T

-D
82

/D
84
を
使
用
し
て
、最
大
4
個
の
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
セ
ン
サ
ー

W
T

-P
S

31
/P

S
32
を
接
続
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

W
M

-P
H

71
1/

P
H

71
2/

P
H

71
3/

P
H

71
4を
約
2
0
m
四
方
の
部
屋
で
使
用
で
き
ま
す
。

タ
イ
ピ
ン
型
の
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

W
M

-P
H

81
/P

H
82
の
使
用
可
能
範
囲
は

W
M

-P
H

81
/P

H
82
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
び
は
ビ
ク
タ
ー
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

W
T-

P
H

31
/W

T-
P

H
32
を

お
買
い
あ
げ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

取
扱
設
置
説
明
書

■
別
冊
の
「
安
全
上
の
ご
注
意
」
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

安
全
上
の
ご
注
意

注
意
 
こ
の
表
示
を
無
視
し
て
、 誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、 人
が
障
害
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
、 ま
た
は
物
的

損
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。
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チ
ャ
ン
ネ
ル
と
対
応
機
種
の
一
覧

本
機
を
使
用
し
た
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
各
機
種
の
関
係
は
以
下
の
通
り
で
す
。

設
置
及
び
取
扱
い
上
の
ご
注
意

●
使
用
範
囲

本
シ
ス
テ
ム
は
、
赤
外
線
を
使
用
し
て
音
声
を
送
信
し
て
い
ま
す
。
安
定
し
て
受
信
で
き
る
部
屋
の
大
き
さ
の
目
安
は
、
セ
ン
サ
ー
を
4
個
使
用
し

て
2
0
m
四
方
ま
で
で
す
。

マ
イ
ク
の
種
類
や
設
定
に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
部
屋
の
大
き
さ
が
異
な
り
ま
す
。
各
マ
イ
ク
の
取
扱
説
明
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
以
下
の
よ
う
な
場
合
は
、
音
が
途
切
れ
た
り
、
雑
音
が
出
る
な
ど
の
動
作
不
良
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
マ
イ
ク
と
セ
ン
サ
ー
の
間
に
障
害
物
が
あ
る
場
合
。

●
セ
ン
サ
ー
に
日
光
、
蛍
光
灯
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
O
H
P
等
の
強
い
光
が
当
た
っ
て
い
る
場
合
。

●
セ
ン
サ
ー
に
至
近
距
離
(1
m
以
内
)か
ら
、
リ
モ
コ
ン
信
号
を
直
接
送
信
し
た
場
合
。

セ
ン
サ
ー
は
リ
モ
コ
ン
受
光
部
の
近
く
を
避
け
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ク
と
セ
ン
サ
ー
を
2
m
以
内
の
近
距
離
で
使
用
す
る
と
、 ノ
イ
ズ
を
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、セ
ン
サ
ー
の
感
度
切
換
ス
イ
ッ
チ
を 『
低
』に
設
定
し
ま
す
。詳
し
く
は

W
T

-P
S

31
/P

S
32
の
取
扱
設
置
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
同
じ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
マ
イ
ク
を
2
本
同
時
に
使
用
し
た
場
合
。

●
マ
イ
ク
と
レ
シ
ー
バ
ー
の
周
囲
温
度
差
が
、
2
0
℃
以
上
あ
る
場
合
。

●
以
下
の
環
境
下
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
屋
外
。

●
光
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
等
の
他
の
赤
外
線
機
器
が
設
置
し
て
あ
る
場
所
。

●
水
銀
灯
の
設
置
し
て
あ
る
場
所
。

●
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
パ
ネ
ル （
P
D
P
）が
設
置
し
て
あ
る
場
所
。

●
セ
ン
サ
ー
の
配
線
に
つ
い
て

セ
ン
サ
ー
は
指
定
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
長
さ
で
接
続
し
ま
す
。
特
に
指
定
以
外
の
長
さ
を
使
用
す
る
と
、
十
分
な
性
能
を
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
の
「
接
続
の
し
か
た
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
以
下
の
場
所
に
は
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
調
理
台
の
近
く
等
、
油
、
蒸
気
、
熱
の
発
生
す
る
場
所

●
モ
ー
タ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の
振
動
源
の
近
く

●
清
掃
す
る

清
掃
す
る
場
合
は
、
乾
い
た
布
か
、
水
に
濡
ら
し
た
布
を
よ
く
絞
っ
て
か
ら
拭
い
て
く
だ
さ
い
。

中
性
以
外
の
洗
剤
､ア
ル
コ
ー
ル
､シ
ン
ナ
ー
類
は
､表
面
の
塗
装
や
印
刷
等
が
剥
が
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

●
省
エ
ネ
に
つ
い
て

節
電
の
た
め
、
使
用
し
な
い
時
は
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ン
ネ
ル

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク

（
マ
イ
ク
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク

（
マ
イ
ク
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

（
レ
シ
ー
バ
ー
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
セ
ン
サ
ー

（
セ
ン
サ
ー
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

（
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
）

セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー

1 2 3 4

W
M

-P
H

71
1

W
M

-P
H

71
2

W
M

-P
H

71
3

W
M

-P
H

71
4

W
M

-P
H

81
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
1

W
M

-P
H

81
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
2

W
M

-P
H

82
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
3

W
M

-P
H

82
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
4

W
T-

P
H

31
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
と
2
に

対
応
し
ま
す

W
T-

P
H

32
チ
ャ
ン
ネ
ル
3
と
4
に

対
応
し
ま
す

W
T-

P
S

31
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
と
2
に

対
応
し
ま
す

W
T-

C
80

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
関
係
な
く

使
用
で
き
ま
す

W
T-

D
82
ま
た
は

W
T-

D
84

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
関
係
な
く

使
用
で
き
ま
す

W
T-

P
S

32
チ
ャ
ン
ネ
ル
3
と
4
に

対
応
し
ま
す

マ
イ
ク
1（
注
）

マ
イ
ク
2（
注
）

マ
イ
ク
3（
注
）

マ
イ
ク
4（
注
）

（
注
）本
シ
ス
テ
ム
で
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
に
対
応
す
る
マ
イ
ク
を
マ
イ
ク
1
と
呼
び
ま
す
。

マ
イ
ク
2
～
マ
イ
ク
4
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

本
シ
ス
テ
ム
の
設
置
お
よ
び
配
線
と
接
続
は
、
お
買
い
あ
げ
の
販
売
店
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
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各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き

1
.
前
面
部

1
『
電
源
』
ボ
タ
ン

ボ
タ
ン
を
押
し
込
む
と
電
源
が
入
り
、
再
び
押
す
と
切
れ
ま
す
。

2
電
源
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

電
源
が
入
る
と
点
灯
し
ま
す
。

3
『
受
信
感
度
』イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
時
の
目
安
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
が
、マ
イ
ク
信
号
の
受
信
に
必
要
な
量
の
赤
外
線
を
受
光

し
て
い
る
時
に
点
灯
し
ま
す
。

点
灯
し
て
い
な
い
場
合
は
、
赤
外
線
の
受
光
量
が
不
足
し
て
お
り
、

正
常
に
動
作
し
ま
せ
ん（
9
ペ
ー
ジ
参
照
）。

4
『
マ
イ
ク
1
/2
,3
/4
音
量
』
調
節
ツ
マ
ミ

マ
イ
ク
音
声
出
力
の
音
量
が
調
整
で
き
ま
す
。

5
『
受
信
』
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

マ
イ
ク
信
号
を
受
信
す
る
と
点
灯
し
ま
す
。

1
2
3

4

W
T-

P
H

31
  I

R
 W

IR
E

LE
S

S
 M

IC
 R

E
C

E
IV

E
R

電
  源
 

受
信
感
度
 

マ
イ
ク
1音
量
 

入
 

切
 

マ
イ
ク
2音
量
 

5

0
10

受
 信
 

5

0
10

受
 信
 

5

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
内
容

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。
開
梱
の
際
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

品
名

数
量

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

W
T-

P
H

31
/P

H
32

1

取
扱
設
置
説
明
書
（
本
書
）

1

安
全
上
の
ご
注
意

1

保
証
書

1

サ
ー
ビ
ス
窓
口
案
内

1

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

2

ネ
ジ
（
M
5
）

4

6

1
マ
イ
ク
音
声
出
力（
マ
イ
ク
1
/3
,マ
イ
ク
2
/4
,ミ
ッ
ク
ス
）

マ
イ
ク
1
/3
：

W
T

-P
H

31
は
マ
イ
ク
1
、W

T
-P

H
32
は
マ
イ
ク
3

の
音
声
が
出
力
さ
れ
ま
す
｡

マ
イ
ク
2
/4
：

W
T

-P
H

31
は
マ
イ
ク
2
、W

T
-P

H
32
は
マ
イ
ク
4

の
音
声
が
出
力
さ
れ
ま
す
｡

ミ
ッ
ク
ス
：

W
T

-P
H

31
は
マ
イ
ク
1
と
マ
イ
ク
2
､W

T
-P

H
32

は
マ
イ
ク
3
と
マ
イ
ク
4
の
音
声
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ

て
出
力
さ
れ
ま
す
｡

2
出
力
レ
ベ
ル
(マ
イ
ク
/ラ
イ
ン
)

マ
イ
ク
音
声
出
力（
マ
イ
ク
1
/3
,マ
イ
ク
2
/4
,ミ
ッ
ク
ス
）の
出
力
レ

ベ
ル
を
切
り
換
え
ま
す
。通
常
は
ラ
イ
ン
側
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ク
音
声
出
力（
マ
イ
ク
1
/3
,マ
イ
ク
2
/4
,ミ
ッ
ク
ス
）を
ア
ン
プ

の
マ
イ
ク
入
力
端
子
に
接
続
す
る
時
は
、 マ
イ
ク
側
に
切
り
換
え
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

工
場
出
荷
時
は
ラ
イ
ン
側
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き

2
.
背
面
部

●
セ
ン
サ
ー
は
最
大
4
個
ま
で
接
続
で
き
ま
す
。

●
セ
ン
サ
ー
と
レ
シ
ー
バ
ー
の
接
続
は
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
5
C
-2
V
を
使
用
し
ま
す
。

1
.
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
使
用
時
の
接
続
例

3
外
部
入
力

ミ
ッ
ク
ス
出
力
と
同
時
に
出
力
す
る
も
の
を
入
力
し
ま
す
。

マ
イ
ク
1
～
４
の
４
本
同
時
使
用
時
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

4
セ
ン
サ
ー
入
力

セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー

W
T

-D
84

/D
82
の
出
力
を
接
続
し
ま
す
。

接
続
で
き
る
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー
の
数
は
1
個
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、W

T
-D

82
は
7
ペ
ー
ジ
3
-2
.の
場
合
の
み
3
個
ま
で
接
続

で
き
ま
す
。

5
電
源
コ
ー
ド

電
源
コ
ン
セ
ン
ト
A
C
1
0
0
V
5
0
/6
0
H
zに
接
続
し
ま
す
。

接
続
の
し
か
た

5

マ
イ
ク
２
 

マ
イ
ク
１
 

マ
イ
ク
音
声
出
力
 

ミ
ッ
ク
ス
 

ラ
イ
ン
 

マ
イ
ク
 

出
力
レ
ベ
ル
 
外
部
入
力
 

セ
ン
サ
ー
入
力
 

A
C
10
0V
 

50
/6
0H
z

4
3

1
2

ご
注
意

●
セ
ン
サ
ー
は
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー
を
使
用
し
て
接
続
し
ま
す
。
直
接
レ
シ
ー
バ
ー
に
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー
と
セ
ン
サ
ー
を
接
続
す
る
4
本
の
ケ
ー
ブ
ル
は
、
長
さ
を
±
8
m
の
範
囲
で
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
各
ケ
ー
ブ
ル
の
長
さ
は
1
0
0
m
以
下
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ケ
ー
ブ
ル
を
配
線
す
る
際
は
、他
の
機
器
の
ケ
ー
ブ
ル
と
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。ケ
ー
ブ
ル
を
近
づ
け
た
だ
け
で
ノ
イ
ズ
が
発
生
す
る
等
の
影

響
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ク
２
 

マ
イ
ク
１
 

マ
イ
ク
音
声
出
力
 

ミ
ッ
ク
ス
 

ラ
イ
ン
 

マ
イ
ク
 

出
力
レ
ベ
ル
 
外
部
入
力
 

セ
ン
サ
ー
入
力
 

A
C
10
0V
 

50
/6
0H
z

IN O
U
T

セ
ン
サ
ー
入
力

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
5
C
-2
V

（
配
線
は
別
途
工
事
）

「
マ
イ
ク
音
声
出
力
」を
マ
イ
ク
入
力
端
子

に
接
続
す
る
場
合
は
、マ
イ
ク
に
設
定
し
ま
す
。

・「
マ
イ
ク
音
声
出
力
」ミ
ッ
ク
ス
端
子
へ
接
続

・
マ
イ
ク
1
/3
、マ
イ
ク
2
/4
を
独
立
で
使
用
の
場
合
は

各
々
の
出
力
端
子
に
接
続
し
ま
す
。

W
T

-D
84

W
T

-P
H

31

W
T

-P
S

31
4
個

接
続
端
子
へ

A
C
1
0
0
V
5
0
/6
0
H
z
コ
ン
セ
ン
ト

ア
ン
プ
の
外
部
入
力
に
接
続

お
買
い
あ
げ
の
販
売
店
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
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7

2
.
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
使
用
時
の
接
続
例

各
々
の
レ
シ
ー
バ
ー
は
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
使
用
時
と
同
様
に
接
続
し
ま
す
。

3
.
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー

W
T

-D
82
を
使
用
し
た
接
続
例

3
-2
.
セ
ン
サ
ー
を
4
個
接
続
の
場
合

3
-1
セ
ン
サ
ー
を
2
個
接
続
の
場
合

4
.
ケ
ー
ブ
ル
の
準
備

●
セ
ン
サ
ー
と
レ
シ
ー
バ
ー
の
接
続
は
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
5
C
-2
V
を
使
用
し
ま
す
。

●
以
下
の
図
に
し
た
が
っ
て
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー
に
添
付
の
プ
ラ
グ
を
ケ
ー
ブ
ル
に
取
り
付
け
ま
す
。

ご
注
意

●
プ
ラ
グ
を
取
り
付
け
た
ケ
ー
ブ
ル
の
芯
線
が
曲
が
っ
て
い
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
芯
線
を
曲
げ
な
い
よ
う
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●
プ
ラ
グ
接
続
後
に
ケ
ー
ブ
ル
が
抜
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り
締
め
て
付
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ク
２
 

マ
イ
ク
１
 

マ
イ
ク
音
声
出
力
 

ミ
ッ
ク
ス
 

ラ
イ
ン
 

マ
イ
ク
 

出
力
レ
ベ
ル
 
外
部
入
力
 

セ
ン
サ
ー
入
力
 

A
C
10
0V
 

50
/6
0H
z

マ
イ
ク
２
 

マ
イ
ク
１
 

マ
イ
ク
音
声
出
力
 

ミ
ッ
ク
ス
 

ラ
イ
ン
 

マ
イ
ク
 

出
力
レ
ベ
ル
 
外
部
入
力
 

セ
ン
サ
ー
入
力
 

A
C
10
0V
 

50
/6
0H
z

W
T

-D
84

W
T

-P
H

31

W
T

-P
S

31
4
個

W
T

-D
84

W
T

-P
H

32

・
ア
ン
プ
の
外
部
入
力
に
接
続

・
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
分
の
音
声
を
出
力
し
ま
す

外
部
入
力

マ
イ
ク
音
声
出
力
ミ
ッ
ク
ス

W
T

-P
S

32
4
個

W
T

-D
82

セ
ン
サ
ー
入
力
へ

IN

IN

O
U
T

O
U
T

IN

O
U
T

W
T

-D
82

W
T

-D
82

W
T

-D
82

セ
ン
サ
ー
入
力
へ

系
統
1

系
統
2

系
統
3

系
統
4

各
系
統
の
ケ
ー
ブ
ル
長
さ
1
0
0
m
以
下

各
系
統
の
ケ
ー
ブ
ル
長
さ
の
差
±
8
m
以
下

編
組 絶
縁
体

5
C
-2
V

ケ
ー
ブ
ル

芯
線

絶
縁
体
と
編
組
の
間
に
差
し
込
む

芯
線
の
出
っ
ぱ
り
量

プ
ラ
グ

1
m
m
～
2
m
m
程
度

ペ
ン
チ
等
で
つ
ぶ
し
て
し
め
る

編
組
は
シ
ー
ス
側（
外
側
）へ
折
る

先
に
リ
ン
グ
を
通
す

3m
m

9m
m

ご
注
意

●
接
続
例
3
-2
.の
場
合
に
使
用
す
る
ケ
ー
ブ
ル
は
、
各
系
統
の
長
さ
を
1
0
0
m
以
下
、
各
系
統
毎
の
長
さ
の
差
を
±
8
m
の
範
囲
で
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

8

設
置
の
し
か
た

ご
注
意

蛍
光
灯
か
ら
は
1
m
以
上
離
し
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー
の
設
置

●
板
壁
ま
た
は
収
納
ボ
ッ
ク
ス
の
取
付
け
板
に
、
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー
に
添
付
の
ネ
ジ
4
本
で
取
り
付
け
ま
す
。

2
.
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
セ
ン
サ
ー
の
設
置

2
-1
. 設
置
場
所
は
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
障
害
物
の
影
に
な
ら
な
い
こ
と

●
日
光
、
蛍
光
灯
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
O
H
P
等
の
強
い
光
が
当
た
ら
な
い
こ
と
。

●
リ
モ
コ
ン
受
光
部
の
近
く
で
な
い
こ
と
。

板
壁

ま
た
は

取
付
け
板

強
い
光

太
陽
光

蛍
光
灯

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

O
H
P
等

お
買
い
あ
げ
の
販
売
店
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

2
-2
. セ
ン
サ
ー
の
設
置
の
し
か
た

●
設
置
は
セ
ン
サ
ー
に
添
付
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。

●
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
セ
ン
サ
ー

W
T

-P
S

31
/P

S
32
の
取
扱
設
置
説
明
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
正
し
く
安
全
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
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W
T-

P
H

31
W

T-
P

H
32

9

設
置
の
し
か
た

3
.
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
セ
ン
サ
ー
の
受
光
可
能
範
囲

●
受
光
可
能
範
囲
は
上
下
左
右
6
0
°～
7
0
°
の
放
射
状
で
、
到
達
距
離
は
正
面
光
軸
上
で
約
3
0
m
で
す
。

4
.
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー
を
ラ
ッ
ク （
E
IA
1
U
）に
設
置
す
る
場
合

●
以
下
の
図
の
よ
う
に
レ
シ
ー
バ
ー
に
添
付
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
を
取
り
付
け
ま
す
。

●
ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
る
時
は
添
付
の
ネ
ジ （
M
5
）4
本
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

1
左
右
4
ヶ
所
の
ネ
ジ
と
フ
ッ
ト
4
個
を
取
り
外
し
ま
す
。

2
1
で
取
り
外
し
た
ネ
ジ
を
使
用
し
、 ブ
ラ
ケ
ッ
ト
を
固
定
し
ま
す
。

ご
注
意

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
固
定
に
使
用
す
る
ネ
ジ
は
必
ず
1
で
取
り
外
し
た
ネ
ジ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

約
30

m

上
下
方
向

左
右
方
向

約
30

m
60

˚
70

˚

●
セ
ン
サ
ー
は
マ
イ
ク
を
使
用
す
る
位
置
か
ら
見
通
せ
る
場
所
で
、
か
つ
対
角
線
上
に
設
置
す
る
と
有
効
で
す
。

●
マ
イ
ク
を
ど
の
場
所
で
使
用
し
て
も
レ
シ
ー
バ
ー
の
『
受
信
感
度
』
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
点
灯
す
る
こ
と
を
目
安
に
セ
ン
サ
ー
の
設
置
場
所
、
向
き
、

角
度
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

●『
受
信
感
度
』
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
点
灯
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ノ
イ
ズ
が
発
生
し
た
り
、
音
声
が
出
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
安
定
し
て
受
信
で
き
る
部
屋
の
大
き
さ
は
約
2
0
m
四
方
ま
で
で
す
。

●
マ
イ
ク
の
種
類
や
設
定
に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
部
屋
の
大
き
さ
が
異
な
り
ま
す
。

各
マ
イ
ク
の
取
扱
説
明
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
部
屋
の
状
況
に
よ
り
到
達
距
離
は
変
化
し
ま
す
。

約20mまで 

約
20

m
ま
で
 

ご
注
意

1
.
マ
イ
ク
の
電
源
を
切
っ
た
状
態
で
、 レ
シ
ー
バ
ー
の『
受
信
感
度
』イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
点
灯
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
く
だ
さ
い
。

点
灯
し
て
い
る
場
合
は
、セ
ン
サ
ー
が
電
波
や
光
の
外
乱
ノ
イ
ズ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
環
境
へ
の
設
置
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

2
.
セ
ン
サ
ー
の
設
置
状
態
は
マ
イ
ク
音
声
で
最
終
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 『
受
信
感
度
』イ
ン
ジ
ケ
ー

タ
ー
が
点
灯
し
て
い
て
も
部
屋
の
状
況
な
ど
に
よ
り
ノ
イ
ズ
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。お
買
い
あ
げ
の
販
売
店
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

10

操
作
の
し
か
た

仕
様

●
W

T
-P

H
31

/P
H

32
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

●
外
形
寸
法
（
単
位
m
m
）

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
取
付
け
時

46
5

48
2

31.8

215.7

3.54415

43
5

：
温
度
5
℃
～
3
5
℃
，
湿
度
1
0
％
～
8
5
％ （
非
結
露
）

：
2

：
W

T
-P

H
31
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
：
2
.0
6
M
H
z、
チ
ャ
ン
ネ
ル
2
：
2
.5
6
M
H
z

：
W

T
-P

H
32
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
3
：
3
.2
0
M
H
z、
チ
ャ
ン
ネ
ル
4
：
3
.7
0
M
H
z

3
2
.7
6
8
kH
z

：
マ
イ
ク
：
3
k
Ω
以
下
、
ラ
イ
ン
：
1
k
Ω
以
下

：
ラ
イ
ン
：
－
1
0
d
B
s/
1
0
k
Ω
負
荷
、
不
平
衡 （
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
ミ
ッ
ク
ス
出
力
と
も
）

：
マ
イ
ク
：
－
3
6
d
B
s/
1
0
k
Ω
負
荷
、
不
平
衡 （
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
ミ
ッ
ク
ス
出
力
と
も
）

：
－
5
0
d
B
s/
6
0
0
Ω
負
荷
、
不
平
衡 （
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
出
力
の
み
）

：
－
4
2
d
B
s/
6
0
0
Ω
負
荷
、
不
平
衡 （
ミ
ッ
ク
ス
出
力
の
み
）

：
A
C
1
0
0
V
，
5
0
/6
0
H
z

：
8
W

：
2
.1
kg

使
用

環
境

受
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

受
信
周
波
数

ト
ー
ン
ス
ケ
ル
チ

出
力
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

出
力
レ
ベ
ル

（
音
量
最
大
）

電
源

消
費

電
力

質
量

1.
『
接
続
の
し
か
た
』
に
従
い
、
セ
ン
サ
ー
、
セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー
、
ア
ン
プ
等
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

2.
レ
シ
ー
バ
ー
及
び
ア
ン
プ
等
他
の
機
器
の
電
源
を
入
れ
ま
す
。セ
ン
サ
ー
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
点
灯
し
ま
す
。

3.
マ
イ
ク
の
電
源
を
入
れ
ま
す
。
マ
イ
ク
の
電
源
表
示
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
と
レ
シ
ー
バ
ー
の「
受
信
」イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
点
灯
し
ま
す
。

4.
マ
イ
ク
に
音
声
を
入
れ
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
『
マ
イ
ク
1
/2
,3
/4
音
量
』
調
節
ツ
マ
ミ
で
音
量
を
調
節
し
ま
す
。
調
節
ツ
マ
ミ
の
位
置
が
7
～
1
0
の

時
に
、
マ
イ
ク
に
大
き
な
音
声
を
入
力
す
る
と
レ
シ
ー
バ
ー
の
マ
イ
ク
音
声
出
力
が
歪
む
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
ご
使
用
上
の
注
意

1
.
赤
外
線
信
号
は
、
マ
イ
ク
の
下
部
及
び
電
源
ス
イ
ッ
チ
裏
側
の
赤
外
線
発
光
部
よ
り
送
信
さ
れ
ま
す
。
発
光
部
及
び
セ
ン
サ
ー
の
表
面
を
手
で

覆
う
と
受
信
不
良
と
な
り
ま
す
。
ま
た
表
面
が
汚
れ
て
い
る
場
合
も
受
信
不
良
と
な
り
ま
す
の
で
、
汚
れ
た
場
合
は
柔
ら
か
い
布
で
乾
拭
き
す

る
か
、
水
に
濡
ら
し
た
布
を
よ
く
絞
っ
て
拭
い
て
く
だ
さ
い
。

2
.
マ
イ
ク
と
セ
ン
サ
ー
の
間
に
障
害
物
が
あ
っ
た
り
、
人
が
横
切
っ
た
り
す
る
と
、
ノ
イ
ズ
が
発
生
し
た
り
、
音
が
途
切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
な
ど
の
強
い
光
の
そ
ば
で
は
影
響
を
受
け
、
ノ
イ
ズ
、
音
途
切
れ
を
生
ず
る
事
が
あ
り
ま
す
。

3
.
マ
イ
ク
を
2
～
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
同
時
に
使
用
さ
れ
る
時
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
/2
/3
/4
を
各
1
つ
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
同
じ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
複
数

同
時
に
使
用
す
る
と
、
レ
シ
ー
バ
ー
で
正
常
な
受
信
が
で
き
ま
せ
ん
。

4
.
赤
外
線
方
式
の
リ
モ
コ
ン
を
セ
ン
サ
ー
に
向
け
て
操
作
す
る
と
、
ノ
イ
ズ
が
発
生
し
た
り
、
音
が
途
切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
は
リ
モ
コ
ン
受
光
部
の
近
く
を
避
け
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
機
の
仕
様
お
よ
び
外
観
は
、
改
善
の
た
め
予
告
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

保
証
書
（
別
添
）

保
証
書
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
よ
り
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

「
お
買
い
上
げ
日
・
販
売
店
名
」
等
の
記
入
を
お
確
か
め
の
う
え
、

記
載
内
容
を
よ
く
お
読
み
の
後
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
証
期
間

お
買
い
上
げ
の
日
か
ら
１
年
間

修
理
に
関
す
る
ご
相
談
や
ご
不
明
な
点
は

修
理
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
別
紙
の
「
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
案
内
」
を
ご
覧
の
う
え
最
寄
り
の
サ
ー
ビ
ス
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は

出
張
修
理

異
常
の
あ
る
と
き
は
、
お
手
数
で
も
も
う
一
度
、
各
部
の
接
続
、
つ
ま
み
の
位
置
に
つ
い
て
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
使
用
を
中
止
し
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
修
理
を

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

修
理
に
際
し
ま
し
て
は
保
証
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

保
証
書
の
規
定
に
従
っ
て
販
売
店
が
修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

修
理
す
れ
ば
使
用
で
き
る
場
合
に
は
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り

修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

故
障
し
た
製
品
を
正
常
に
修
復
す
る
た
め
の
料
金
で

す
。
技
術
者
の
人
件
費
、
技
術
教
育
費
、
測
定
機
器

等
設
備
費
、
一
般
管
理
費
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

補
修
用
性
能
部
品
の
最
低
保
有
期
間

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

W
T

-P
H

31
/W

T
-P

H
32

の
補
修
用
性
能
部
品
の
最
低
保
有
期
間
は
、
製
造
打
切
り
後
８

年
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
通
産
省
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
す
。

補
修
用
性
能
部
品
と
は
、
そ
の
製
品
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
部
品
で
す
。

保
証
期
間
中
は

保
証
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
と
き
は

ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容

修
理
料
金
の
仕
組
み

品
名

型
名

お
買
い
上
げ
日

故
障
の
状
況

ご
住

所

お
名

前

電
話
番
号

訪
問
ご
希
望
日

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

便
利
メ
モ

年
月

日

で
き
る
だ
け
具
体
的
に

付
近
の
目
印
等
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

W
T

-P
H

31
/W

T
-P

H
32

お
買
い
上
げ

店
名

(
)

–

技
術
料

修
理
に
使
用
し
た
部
品
代
金
で
す
。
そ
の
他
修
理
に

付
帯
す
る
部
材
等
を
含
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

部
品
代

製
品
の
あ
る
場
所
へ
技
術
者
を
派
遣
す
る
た
め
の
費

用
で
す
。
別
途
、
駐
車
料
金
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

出
張
料

+ +

●
こ
の
商
品
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
法
令
や
地
域
の
条
例
に
従
っ
て
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
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